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Ⅰ．ロジスティクス管理の概念と目的

１．企業経営とロジスティクス管理 （１）ロジスティクスと物流

イ  ロジスティクスの重要性と定義

ロ  ロジスティクスとサプライチェーン

ハ  物流と物流機能

（２）企業経営におけるロジスティクス管理

イ  企業経営におけるロジスティクス管理

ロ  企業経営におけるロジスティクス管理の目的

（３）ロジスティクス管理の階層と管理サイクル

イ  ロジスティクス管理の階層

ロ  ロジスティクスの管理サイクル

（４）ロジスティクス管理の組織

イ  ロジスティクス管理組織の構造
ロ  物流業務の委託と組織（サードパーティ・ロジスティクス、物流子会社）

２．ロジスティクスに関する環境・資源・労働力問題 （１）ロジスティクスと環境問題

イ  地球環境問題と国際条約

ロ  廃棄物と資源循環型社会形成

ハ  ロジスティクスと環境対策

ニ  環境に関する各種行政施策

（２）輸送と環境問題

イ  貨物輸送部門のCO2排出量の推移

ロ  省エネルギー法とCO2排出量の算出方法

ハ  輸送の低炭素化のための施策

ニ  大気汚染防止のための施策

（３）リサイクル・廃棄物処理と環境規制

イ   リサイクル法

ロ   廃棄物処理法

ハ  欧州における環境法規制

（４）労働力不足対策と物流人材育成

イ  物流業の概要

ロ  働き方改革と労働関連法規

ハ  「物流の2024年問題」と対策

ニ  内航海運・港湾運送・空港業務における労働力不足

ホ  物流人材の育成

３．わが国と海外の物流政策 （１）わが国の物流政策

イ  わが国の物流政策の経緯

ロ  総合物流施策大綱

ハ 持続可能な物流の実現に向けての検討

ニ  改正された流通業務総合化及び効率化の促進に関する法律

ホ  流通業務の効率化を図る事業に関する支援措置、改正道路交通法

ヘ  大都市圏や自治体による物流政策

ト   国際物流への取り組み

チ  災害ロジスティクス

２級 ロジスティクス管理

　試験範囲
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（２）諸外国の物流政策

イ  物流規格の国際比較

ロ  欧州における国際間の複合輸送

ハ  アジア諸国の都市内物流施策

ニ  欧米諸国の都市内物流施策

ホ  物流に関する外資規制など

Ⅱ．物流サービスと物流システムの構築

４．ロジスティクスの評価と改善 （１）ロジスティクスとリスクマネジメント

イ  リスクマネジメントの必要性

ロ  ロジスティクスにおけるリスク

ハ  リスク評価と改善の手順

（２）ロジスティクス評価指標

イ  ロジスティクス管理と評価指標

ロ  ロジスティクス評価指標の選定

ハ  代表的なロジスティクス評価指標

（３）ロジスティクス監査

イ  ロジスティクスと監査

ロ  ロジスティクス監査の観点と監査項目

ハ  ロジスティクス監査の手順とガイドラインの活用

５．物流サービスの種類と管理 （１）物流サービスの定義と種類

イ  物流サービスの定義と特徴

ロ  物流サービスと物流サービスレベル

（２）物流サービスの管理サイクル

イ  物流サービスの管理サイクル

ロ  物流サービスの評価（Check）

ハ 物流サービスの改善（Act）

ニ  物流サービスの計画（Plan）

ホ  物流サービスの実施（Do）

（３）物流品質の管理

イ  物流品質の種類と管理の範囲

ロ  物流品質管理の要点

６．物流システムの開発と管理 （１）物流システムの開発

イ  物流システム開発プロジェクトチームの設置

ロ  物流システム開発のタスク

ハ  開発スケジュール

ニ  物流システムの稼働判断のチェック項目

（２）委託先管理

イ  物流業務の委託先の選定

ロ  料金体系の選定と料金の設定

ハ  契約

ニ  管理指標とインセンティブ・違約条項の設定

（３）物流センターの業務改善

イ  物流センターの業務改善の視点

ロ  物流センターの業務改善のための分析

2



　試験範囲

（４）企業間物流システム

イ  物流の企業間連携と共同化

ロ  調達物流での連携（ミルクラン、JIT）

ハ  販売物流での連携（共同輸送、共同配送、統合納品）

ニ  在庫管理での連携（ＶＭＩ、CRP）

Ⅲ．ロジスティクス管理の計画

７．在庫管理の計画 （１）在庫管理方式の種類

イ  在庫管理方式の種類と計算方法

ロ  在庫の分類

ハ  在庫削減の方策

ニ  在庫ポイントと延期・投機戦略

（２）需要予測

イ  需要予測の概要

ロ  需要予測に使われる手法

（３）在庫分析手法

イ  パレート（ＡＢＣ）分析の活用

ロ  在庫鮮度分析の活用

８．輸配送管理 （１）物流拠点の計画

イ  物流拠点の４つの種類（物流センター、広域物流拠点、卸売市場、生産・消費関連施設）

ロ  物流拠点の立地選定

ハ  物流拠点の規模の設定方法

ニ  物件の選定

ホ  レイアウトの設計

（２）輸送機関（モード）の選定

イ  輸送機関（モード）の選定の考え方

ロ  トラック輸送

ハ  輸送事業者の選定

（３）包装とユニットロードシステム

イ  輸送・保管時における包装の考え方

ロ  ユニットロード・システム

ハ  パレチゼーション

ニ  コンテナリゼーション

（４）輸送包装の設計と技法

イ  輸送包装の設計

ロ  輸送包装の技法

９．物流コスト管理の計画 （１）物流原価と予算管理

イ  原価計算の概要

ロ  予算管理

（２）物流ＡＢＣ（活動基準原価計算）

イ  物流ＡＢＣの概要

ロ  物流ＡＢＣを用いた各種分析

（３）棚卸資産

イ  棚卸資産評価の重要性

ロ  取得と販売時点における棚卸試算の扱い

ハ  低価法による時価評価

ニ  消耗損・評価損と財務諸表との関係
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（４）物流採算計算

イ  物流採算分析の概要

ロ  投資を伴う採算分析

Ⅳ．ロジスティクス情報システムと国際物流

10．ロジスティクス情報システムと情報通信技術 （１）自動認識技術

イ  自動認識技術とその活用

ロ  ＯＭＲ・ＯＣＲ・磁気ストライプ

ハ  データキャリア

（２）無線技術とその活用

イ  無線ＬＡＮ

ロ  移動体通信

ハ  衛星通信

（３）企業間情報交換と情報通信技術

イ  企業間での情報交換とＥＤＩ

ロ  ロジスティクスとＥＤＩ

ハ  物流ＶＡＮ

ニ  インターネット技術とその活用

（４）開発および運用技術とその活用

イ  パッケージソフトウェアの活用

ロ  ネットワーク経由でのアプリケーション活用

11．業務別ロジスティクス情報システムの構築開発 （１）ロジスティクス情報システムの概要

イ  ロジスティクス情報システムの体系

ロ  ロジスティクス情報システムの開発と運用の留意点

（２）受注処理システム

イ  受注処理システムの概要

ロ  オーダーエントリーのオンライン化・ＥＤＩ化・インターネット化

ハ  受注処理システムと顧客サービス

ニ  事前出荷案内（ＡＳＮ）

（３）購買・発注処理システム

イ  購買・発注処理システムの概要

ロ  発注方法（マニュアル発注・自動発注）

（４）在庫管理システム

イ  在庫管理システムと在庫適正化

ロ  在庫管理システムの概要

ロ  単品管理と単品管理情報

（５）倉庫管理システム

イ  物流センターと倉庫管理システム

ロ  ＷＭＳによる業務の流れ

ハ  倉庫管理システム高度化

（６）輸配送管理システム

イ  輸配送管理システムの概要

ロ  配車計画システム

ハ  運行管理システム

ニ  輸送モードの選択と運賃・料金計算システム

ホ  求車求貨システム
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（７）ＳＣＭのための情報システム

イ  ＳＣＭと情報システム

ロ  ＳＣＭ関連のパッケージ

ハ  S&OP

（８）物流分析と物流シミュレーション

イ  物流分析

ロ  物流シミュレーション

12．国際物流における業務内容と情報システム （１）国際物流における業務内容

イ  国際物流の概要

ロ  国際物流における輸送機関の選定

ハ  輸出フォワーディングの業務内容

ニ  輸入フォワーディングの業務内容

ホ  関税とＨＳコード

ヘ  貨物海上保険

（２）国際物流における情報システム

イ  輸出入情報システム

ロ  国際貨物管理システム
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